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亜
鉛
粒
子
、大
き
さ
１
１０

電
池
や
塗
料
向
け

希
少
金
属
材
料
研

世
界
石
油
需
要
伸
び

見
通
し
を
上
方
修
正

米
Ｅ
Ｉ
Ａ

ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
は
高
機

能
フ
ィ
ル
タ
ー
や
電
池
セ
パ

レ
ー
タ
ー
な
ど
の
産
業
用
分

野
、
組
織
充
填
剤
な
ど
の
医

療
用
分
野
で
注
目
さ
れ
る
素

材
。
既
存
の
作
成
法
と
し
て

は
エ
レ
ク
ト
ロ
ス
ピ
ニ
ン
グ

（
電
界
紡
糸
）
法
が
主
流
だ

が
、
適
用
可
能
な
材
料
は
溶

剤
に
可
溶
な
高
分
子
に
限
ら

れ
、
溶
剤
が
残
留
す
る
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
メ

ル
ト
ブ
ロ
ー
法
は
繊
維
径
が

不
均
一
で
、
太
く
な
る
な
ど

の
欠
点
が
あ
っ
た
。

同
社
の
技
術
は
山
梨
大
学

が
開
発
し
た
炭
酸
ガ
ス
レ
ー

ザ
ー
を
用
い
た
超
音
速
延
伸

法
と
不
織
布
事
業
で
培
っ
た

糸
の
分
散
技
術
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
て
い
る
。
１
平
方
�

当
た
り
７
�
の
複
合
不
織
布

に
し
た
場
合
の
物
性
は
、
５０

�
�
当
た
り
の
引
っ
張
り
強

度
が
Ｍ
Ｄ
（
流
れ
方
向
）
は

１４
�
、
Ｔ
Ｄ
（
垂
直
方
向
）

は
５
�
。
通
気
度
は
１
０
０

�
�
当
た
り
わ
ず
か
３
秒
で

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
に
し
た
際

に
低
圧
送
で
す
む
。

１
０
０
�
�
幅
の
実
験
装

置
で
試
作
し
て
き
た
が
、
ナ

ノ
繊
維
で
は
難
し
か
っ
た
Ｐ

Ｐ
で
５
０
０
�
�
程
度
の
繊

維
径
の
製
造
技
術
を
確
立
。

量
産
に
向
け
て
昨
年
末
に
は

６
０
０
�
�
幅
の
実
験
装
置

を
導
入
し
て
お
り
、
用
途
開

拓
を
進
め
な
が
ら
年
内
に
サ

ン
プ
ル
ワ
ー
ク
を
開
始
す
る
。

同
社
の
不
織
布
事
業
は
特

殊
ポ
リ
エ
チ
レ
ン（
Ｐ
Ｅ
）不

織
布
の
「
ワ
リ
フ
」、経
緯
整

列
繊
維
積
層
布
「
ミ
ラ
イ
フ
」

を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
今
後

は
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
事
業
を

３
本
目
の
柱
に
育
成
す
る
。

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー

事
業
に
参
入
す
る
。
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
超
音
速
延
伸

法
を
応
用
し
、
従
来
は
難
し
か
っ
た
繊
維
径
が
３
０
０

〜
５
０
０
�
�
の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
（
Ｐ
Ｐ
）
製
ナ
ノ

フ
ァ
イ
バ
ー
の
製
造
技
術
を
確
立
し
た
。
基
材
に
貼
り

合
わ
せ
た
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
複
合
不
織
布
と
し
て
事
業

展
開
す
る
考
え
で
、
年
内
に
サ
ン
プ
ル
出
荷
を
開
始
す

る
。
精
密
フ
ィ
ル
タ
ー
や
セ
パ
レ
ー
タ
ー
、
保
温
素
材
、

医
療
用
素
材
な
ど
の
用
途
を
開
拓
し
て
い
く
。

女
性
の
活
躍
や
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
成
長
戦
略

の
柱
に
掲
げ
る
日
本
に
と
っ
て
、

女
性
研
究
者
が
働
き
や
す
い
土
台

づ
く
り
は
必
要
不
可
欠
だ
。

資
生
堂
は
、
女
性
研
究
者
の
将

来
を
応
援
し
、
指
導
的
立
場
の
人

材
を
育
成
す
る
「
資
生
堂

女
性

研
究
者
サ
イ
エ
ン
ス
グ
ラ
ン
ト
」

を
２
０
０
７
年
に
設
立
。
こ
の
ほ

ど
第
７
回
の
受
賞
者
１０
人
を
選
出

し
た
。
第
一
線
で
活
躍
す
る
受
賞

者
が
理
系
志
望
の
学
生
ら
に
研
究

の
面
白
さ
や
魅
力
を
伝
え
る
「
資

生
堂
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」
も
１１

年
か
ら
定
期
的
に
開
催
す
る
。
事

務
局
運
営
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
取

り
仕
切
る
の
が
同
社
学
術
室
の
蓑

田
裕
美
さ
ん
。

各
国
の
女
性
研
究
者
の
割
合
は

英
国
が
３８
％
、
米
国
が
３４
％
な
ど

で
、
日
本
は
１４
％
と
主
要
国
で
最

下
位
ク
ラ
ス
。
出
産
や
育
児
、
介

護
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
研

究
が
両
立
で
き
る
環
境
の
整
備
は

ま
だ
不
十
分
だ
。

資
生
堂
の
研
究
助
成
は
、
年
齢

や
国
籍
を
問
わ
ず
分
野
も
自
然
科

学
全
般
が
対
象
。
助
成
金
（
１
０

０
万
円
）
も
、
子
ど
も
を
保
育
園

に
迎
え
に
行
く
時
間
帯
に
研
究
補

助
員
を
雇
っ
た
り
、
学
会
に
出
席

す
る
際
に
託
児
所
に
預
け
る
費
用

な
ど
幅
広
い
用
途
に
使
え
る
。
歴

代
の
受
賞
者
は
最
先
端
分
野
の
研

究
者
か
ら
教
育
者
ま
で
多
彩
な
顔

ぶ
れ
。
日
本
で
は
大
学
の
職
位
が

上
が
る
と
女
性
は
極
端
に
減
り
、

准
教
授
は
理
学
、
農
学
系
で
１１
％
、

工
学
系
で
８
％
ほ
ど
。
一
方
で
、

受
賞
者
の
多
く
は
そ
の
後
に
昇
格

や
栄
転
を
決
め
て
い
る
。

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
仕
事
に
就

き
た
い
」
と
考
え
て
き
た
。
大
学

院
で
学
び
な
が
ら
国
立
科
学
博
物

館
の
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
養
成
講
座
を
修
了
。
入
社
後
２

年
間
は
洗
顔
フ
ォ
ー
ム
の
開
発
を

担
当
し
、
１１
年
に
念
願
の
学
術
室

に
移
っ
た
。
研
究
成
果
な
ど
を
広

く
発
信
す
る
学
術
広
報
の
仕
事
と

並
行
し
サ
イ
エ
ン
ス
グ
ラ
ン
ト
の

運
営
な
ど
に
携
わ
る
。
サ
イ
エ
ン

ス
カ
フ
ェ
は
「
受
賞
者
に
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
当
て
た
い
」
と
自
ら

発
案
し
た
。

「
有
機
触
媒
を
基
に
が
ん
や
感

染
症
に
有
効
な
新
薬
を
開
発
し
て

い
ま
す
」。上
智
大
学
で
３
月
中
旬

に
行
わ
れ
た
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ

ェ
。
第
６
回
の
受
賞
者
で
、
同
大

学
理
工
学
部
の
鈴
木
由
美
子
准
教

授
は
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
を
説
明

す
る
。「
有
機
触
媒
は
元
素
の
手
の

つ
な
ぎ
方
を
変
え
る
化
学
反
応
を

起
こ
り
や
す
く
す
る
も
の
」。蓑
田

さ
ん
は
研
究
者
と
参
加
者
の
間
に

立
ち
、
専
門
的
な
内
容
を
翻
訳
し

な
が
ら
進
行
役
を
務
め
る
。

「
研
究
者
に
な
る
に
は
学
生
時

代
に
何
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
」。

参
加
者
か
ら
は
熱
心
な
質
問
が
向

け
ら
れ
る
。
理
系
志
望
の
学
生
が

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
探
そ
う
に
も
女

性
研
究
者
と
気
軽
に
会
話
で
き
る

機
会
は
多
く
な
い
。
鈴
木
准
教
授

は
「
で
き
る
だ
け
大
胆
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

こ
れ
か
ら
大
航
海
に
出
る
「
未
来

の
科
学
者
」
に
は
、
何
よ
り
の
羅

針
盤
か
も
し
れ
な
い
。

蓑
田
さ
ん
は
「
科
学
技
術
を
分

か
り
や
す
く
正
確
に
伝
え
る
学
術

広
報
や
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
タ
の
仕
事
は
難
し
い
。
一
般
の

方
々
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
役
者
の
一
人
と
し
て
頑
張
り
ど

こ
ろ
」
と
語
る
。
美
術
館
や
書
店

巡
り
、
ラ
ジ
オ
を
聴
く
に
も
メ
モ

帳
を
傍
ら
に
、
気
に
入
っ
た
フ
レ

ー
ズ
や
デ
ザ
イ
ン
を
書
き
留
め

る
。
科
学
技
術
と
社
会
を
つ
な
ぐ

役
者
に
と
っ
て
、
日
ご
ろ
の
情
報

収
集
は
欠
か
せ
な
い
。

（
小
林
徹
也
）

高い発光量や短い蛍光寿命などを
特徴とするシンチレーター結晶「Ｌ

ａ―ＧＰＳ（ランタン―ガドリニウム
パイロシリケート）」の開発を推進する。
独自の製法を採用することによって、切
断や研磨せずに製造した形状（写真）の
まま提供できることに加え、ルテチウム
を含まないことから検出する物質の選別
に対し有利に働く。ＰＥＴ（陽電子放射
断層撮影装置）や、ＳＰＥＣＴ（単一光

子放射断層撮
影装置）の検
出部をはじめ
とする各種ア
プリケーショ
ンに適合した
材料の選定な
ど、製品化に
向けた準備を
進めていく。

希
少
金
属
材
料
研
究
所

（
岡
山
市
、石
川
雄
一
社
長
）

は
、
サ
ブ
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト

ル
（
サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン
）
級
の

金
属
亜
鉛
粒
子
の
量
産
化
を

進
め
る
。
大
き
さ
が
１
�
�
、

厚
み
が
１
０
０
�
�
以
下
の

微
小
薄
片
で
、
微
小
・
高
面

積
に
よ
る
防
錆
塗
料
や
空
気

亜
鉛
電
池
の
高
機
能
化
に
寄

与
す
る
。
す
で
に
試
作
販
売

を
始
め
て
お
り
、
納
期
は
１

	
�
で
２
週
間
程
度
。既
存

微
粒
子
品
に
近
い
コ
ス
ト
で

年
末
ま
で
に
月
産
１
０
０
	

�
、
来
年
度
に
は
同
１


の

製
造
体
制
を
確
立
す
る
。

亜
鉛
粉
末
は
防
錆
塗
料
や

空
気
電
池
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
既
存
の
亜
鉛

微
粒
子
は
最
小
径
で
も
１０
�

�
以
上
と
大
き
い
こ
と
か

ら
、
塗
料
用
途
で
は
固
液
分

離
に
よ
る
短
寿
命
化
や
表
面

粗
さ
、
電
池
用
途
で
は
出
力

の
低
さ
が
課
題
だ
っ
た
。

同
社
の
新
製
品
は
大
き
さ

１
�
�
、
厚
み
１
０
０
�
�

以
下
の
薄
片
状
微
粒
子
。
新

製
法
に
よ
り
、
既
存
品
に
比

べ
サ
イ
ズ
を
１０
分
の
１
以
下

と
小
型
化
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
防
錆
塗
料
の
塗
膜
平

滑
性
改
善
や
、
高
面
積
化
に

よ
る
空
気
亜
鉛
電
池
の
出
力

向
上
な
ど
に
寄
与
す
る
と
い

う
。す

で
に
試
作
量
産
を
開
始

し
、
サ
ン
プ
ル
ワ
ー
ク
を
進

め
て
い
る
。
生
産
技
術
も
確

立
し
て
お
り
、
需
要
に
応
じ

た
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
を
検
討

し
て
い
く
。

ま
ず
年
末
ま
で
に
月
産
１

０
０
	
�
体
制
を
確
立
し
、

来
年
度
ま
で
に
は
同
１


ま

で
引
き
上
げ
る
方
針
。
亜
鉛

合
金
微
粒
子
な
ど
へ
の
応
用

検
討
も
進
め
て
い
く
。

希
少
金
属
材
料
研
究
所
は

２
０
１
１
年
、
岡
山
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
に
設

立
。
銅
や
亜
鉛
、
卑
金
属
、

イ
ン
ジ
ウ
ム
・
ス
ズ
酸
化
物

（
Ｉ
Ｔ
Ｏ
）
な
ど
の
金
属
・

金
属
酸
化
物
材
料
や
グ
ラ
フ

ェ
ン
な
ど
の
ナ
ノ
微
粒
子
を

製
造
販
売
し
て
い
る
。
１
	

�
単
位
の
試
作
品
を
同
１０
万

〜
３０
万
円
程
度
、
１


以
上

の
量
産
品
で
同
数
万
円
程
度

を
提
供
し
て
い
る
。

【
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
ロ

イ
タ
ー
Ｅ
Ｓ
�
時
事
】
米
エ

ネ
ル
ギ
ー
情
報
局
（
Ｅ
Ｉ
Ａ
）

は
８
日
、２
０
１
４
年
の
世

界
石
油
需
要
の
伸
び
見
通
し

を
前
月
か
ら
１
万
�
上
方
修

正
し
、
日
量
１
２
３
万
�
と

し
た
。
１５
年
は
同
１
３
６
万

�
と
１
万
�
引
き
下
げ
た
。

石
油
輸
出
国
機
構
（
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
）
加
盟
国
の
産
油
量
見

通
し
は
１４
年
が
日
量
３
６
１

５
万
�
、
１５
年
が
同
３
６
１

４
万
�
と
、
前
月
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
２７
万
�
、
４２
万
�
引
き

上
げ
た
。

ま
た
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
非
加
盟

国
の
産
油
量
見
通
し
に
つ
い

て
は
１４
年
が
日
量
５
５
６
４

万
�
、
１５
年
が
同
５
６
９
６

万
�
と
、
前
月
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
１６
万
�
、
３３
万
�
下
方
修

正
し
た
。

一
方
、
１４
年
の
米
天
然
ガ

ス
生
産
量
は
日
量
７
２
２
億

９
０
０
０
万
立
方
�
と
、
過

去
最
高
だ
っ
た
前
年
か
ら
２１

億
１
０
０
０
万
立
方
�
（
３

％
）
伸
び
る
と
の
予
想
を
示

し
た
。
実
現
し
た
場
合
、
４

年
連
続
で
年
間
ベ
ー
ス
の
最

高
記
録
を
更
新
す
る
。

米
天
然
ガ
ス
需
要
に
つ
い

て
は
、
前
年
か
ら
７
億
立
方

�
（
１
％
）
伸
び
て
日
量
７

２
０
億
７
０
０
０
万
立
方
�

に
な
る
と
予
想
し
た
。

２ 水島コンビナート競争力強化へ研究会

３ ＤＡＰ市況、インドの買い旺盛で上昇

４ ＰＶ用ＰＥＴフィルム高性能化―東レ

５ 遮熱塗料、工業用に参入―ミラクール

６ コメ粉から乳化機能示す新機能性素材

１０独自製品の新規用途を開拓―中興化成

１２ミャンマーに製油所計画―タイオイル

化
学
工
業
日
報
社
、
Ｕ
Ｂ
Ｍ

ジ
ャ
パ
ン
な
ど
が
主
催
す
る

「
国
際
医
薬
品
原
料
・
中
間
体

展
（
Ｃ
Ｐ
ｈ
Ｉ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

２
０
１
４
）」が
９
日
、
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
幕
し
た
。
２８

カ
国
・
地
域
か
ら
４
７
０
社
が

出
展
、
医
薬
品
関
連
の
製
品
・

技
術
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
最

新
情
報
を
紹
介
す
る
。
世
界
か

ら
集
ま
っ
た
関
係
者
間
で
活
発

な
商
談
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
会

期
は
１１
日
ま
で
。

（
関
連
記
事
７
面
）

Ｃ
Ｐ
ｈ
Ｉ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
は

１３
回
目
の
開
催
。
併
催
の
「
製

薬
業
界
受
託
サ
ー
ビ
ス
エ
キ
ス

ポ
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｅ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
）」「
原
薬
・
中
間
体

機
器

／
装
置
展
（
Ｐ


Ｍ
Ｅ
Ｃ

Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
）」「
バ
イ
オ
フ
ァ
ー

マ
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｂ
ｉ
ｏ
Ｐ
ｈ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）」「
フ
ァ
ー
マ
テ

ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｐ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｅ
ｃ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）」と

合
わ
せ
て
、
医
薬
品
開
発
の
す

べ
て
が
集
結
す
る
国
内
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
。

各
社
展
示
の
ほ
か
、
出
展
社

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
講
演
、

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
も
充

実
。
１
５
０
を
超
え
る
セ
ミ
ナ

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
再
生
医

療
や
バ
イ
オ
医
薬
品
製
造
・
分

析
、原
薬
ビ
ジ
ネ
ス
、製
薬
業
界

の
最
新
動
向
な
ど
を
産
官
学
の

ト
ッ
プ
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

同
日
開
催
さ
れ
た
開
会
式
典

で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
化

学
工
業
日
報
社
の
織
田
島
修
社

長
ら
が
あ
い
さ
つ
。
織
田
島
社

長
は
「
日
本
の
医
療
・
製
薬
業

界
は
先
端
分
野
で
も
世
界
を
牽

引
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
Ｃ
Ｐ
ｈ
Ｉ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
カ
ス
タ
マ

ー
が
一
堂
に
会
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
直
結
し
た
情
報
交
換
や
商
談

が
で
き
る
。
積
極
的
に
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
た
。

�…「化学産業に
携わる人々が自分た

ちの価値をもっと自

覚し、行動しないと」

と語るのは日本化学

工業協会の

高橋恭平会

長（昭和電

工会長）。会

長就任時か

ら「化学の

市民権の強

化」を訴え、

その土台である環境

・安全分野や化学品

管理分野の取り組み

に注力してきた。「ま

ずはマイナス面を払

拭することが必要

だ。そのうえで社会

・人類に大きく貢献

する化学の力を、誰

もが分かるように伝

えることが重要だ」

と説く。

�…国内産業にと
って最大の課題は

「やはりエネルギー

問題」と指摘する。

７０年代の石

油危機で国

内アルミ製

錬事業の撤

退を経験。

「失った雇

用や資産は

膨大で、化

学業界ひいては日本

経済に多大な損失を

与えた」。それだけに

「政府にも一般社会

にも、エネルギー問

題が与える影響の大

きさをアピールして

いく」と力強く語る。

東
京
都
心
の
桜
も
散
り
、
名
札
を

胸
に
付
け
た
新
入
社
員
と
思
わ
れ
る

集
団
も
減
っ
た
。
新
し
い
職
場
で
実

践
的
研
修
に
移
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、

期
待
に
反
し
て
戸
惑
う
こ
と
も
多
い

か
も
し
れ
な
い
▼
日
本
能
率
協
会
は

昨
年
４
月
に
入
社
し
た
社
会
人
に
、

１
年
後
の
心
境
変
化
を
追
跡
調
査
し
た
。
協
力
し
た
の

は
３
１
４
人
、
男
性
が
３
分
の
２
、
最
終
学
歴
は
大
卒

・
院
修
了
が
９
割
以
上
。
企
業
規
模
は
３
０
０
人
以
上

が
６
割
弱
を
占
め
る
。
同
世
代
の
中
で
優
秀
な
人
材
が

対
象
と
な
っ
て
い
る
▼
１
年
前
に
は
、
入
社
し
た
会
社

に
満
足（
大
変
満
足
＋
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
）の
比

率
が
９
割
近
く
を
占
め
て
い
た
が
、
１
年
を
経
て
３７
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
て
５
割
強
に
落
ち
込
ん
だ
。
逆
に
不
満

（
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
＋
大
変
不
満
）が
２
割
強
に

増
加
し
た
▼
期
待
外
れ
の
理
由
は
「
労
働
時
間
・
休
暇
」

「
事
業
内
容
」「
上
司
・
先
輩
と
の
人
間
関
係
」
が
目
立

つ
。入
社
時
に
は
６
割
だ
っ
た
「
定
年
ま
で
勤
め
た
い
」

が
、
１
年
後
に
は
約
４
割
に
急
降
下
、「
転
職
し
た
い
」

が
５
％
か
ら
１８
％
に
上
昇
し
た
。
技
術
・
研
究
系
に
比

較
し
て
事
務
・
管
理
系
や
営
業
・
販
売
系
が
転
職
意
向

が
強
い
と
い
う
▼
厳
し
い
就
職
戦
線
を
勝
ち
抜
き
、
希

望
す
る
会
社
に
入
社
で
き
た
と
し
て
も
挫
折
を
感
じ
て

い
る
姿
が
浮
か
び
あ
が
る
。
こ
の
世
代
は
「
ゆ
と
り
教

育
」
で
育
ち
、
ひ
弱
さ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
い
う
社
会
的
現
象
も
あ
る
。
人

生
の
荒
波
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
（
１４
・
４
・
１０
）

シンチレーター結晶の
開発推進―ＴＤＫ ８

�

ナナ
ノノ
フフ
ァァ
イイ
ババ
ーー
参参
入入

ＪＸエネ

フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
開
拓

Ｐ
Ｐ
製

４７０社出展 １１日まで

化
学
工
業
日
報
社
な
ど
主
催

年
内
に
サ
ン
プ
ル
開
始

CPhI 2014開幕

Ｐ
Ｐ
で
５
０
０
�
�
の
繊
維

径
を
実
現
し
て
い
る

開
会
式
典
で
行
わ
れ
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

女性研究者の助成制度や理系志望の学生
向けイベントなどの運営を取り仕切る

蓑田 裕美 さん

資
生
堂

学
術
室科

学
と
社
会
を
つ
な
ぐ
役
者
に
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